
 

 

 

 

 

今年のテーマ 
「なんで？ なるほど！ ということは・・・。」 

                                                                   校長  

 

 お子さんが小さいとき、何かにつけ「なんで？」「どうして？」と質問するので、困った経験がある

ことと思います。 

 脳細胞が急激に発達する３歳ころから５歳くらいの年齢でやってくる、この質問攻撃の時期は「な

ぜなぜ期」とか「質問期」と呼ばれ、子どもの成長にとって欠かせない大切なものだと考えられてい

ます。 

 小学校に入学する頃には質問攻撃は落ち着いてくることが多いようですが、子どもたちの中から

「好奇心」がなくなってしまったわけではありません。 

 

 「なんで？（問い）」があると、答えを考えたくなるのが人間の本能です。あまりにも大きな「なん

で？」は思考停止を生んでしまいますが、子どもの発達や実態に合わせた問いかけは、脳を刺激す

るのに十分です。  

 そこで得られた「なるほど！（納得）」は子どもにとっての素敵なご褒美になります。そして「なん

で？」と「なるほど！」を結ぶ思考の道筋こそが「論理的な思考」に他なりません。 

 機会があれば「なぜなぜ期」の逆バージョンで、お子さんに「なんでかな？」「どうしてそう考える

の？」と問いかけてみてください。お父さんやお母さんから「なるほど！」という言葉を引き出した

くて、きっと一生懸命に説明してくれることと思います。 

 

 「なんで？」と「なるほど！」

がうまく結びついたら、その

次に待っているのは「という

ことは・・・。」です。論理的な思

考の延長線上には、新たな

「問い」や「推論」「創造」が待ち

受けています。 

 

「なんで？ なるほど！とい

うことは・・・。」が、子どもたち

の学びを深めるとともに、子

どもたちを自主的・自発的な

学びに誘ってくれることを期

待し、様々な活動場面でこの

フレーズの活用を考えていき

ます。      

 

令 和 ５ 年 ５ 月 № ２ 

旭 市 立 中 央 小 学 校 

児 童 数 6 3 5 名 

「学校探検」 校長室前にて  
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ホームページでは、学校だよりをカラーで御覧いただけます。 

http://www.edu.city.asahi.chiba.jp/es-asahichuou/ichiran/index.html 

入学式 

 ４月 11日（火）に入学式を行

いました。新入生と保護者の方、

職員に加え、今年度は 6年生も参

加して実施しました。１０３名の

新入生は堂々と入場し、立派に返

事ができました。児童６３５名で

のスタートです。 

４月を振り返って 

避難訓練 

 ４月１３日（木）に避難訓練を実施

しました。晴天の中、教室での一次避

難に続き、グラウンドへの二次避難を

行いました。どの児童も真剣に取り組

みました。 

１年生交通安全教室 

 ４月２５日（火）市の職員、

警察、交通指導員の方々のご協

力のもと、交通安全教室を行い

ました。安全に気を付けながら、

学校周辺道路を歩行しました。 

登下校について（お願い） 

１ 登下校の歩き方 
令和 5年 3月から、中央小学校の学

区内に、児童生徒及び近隣住民の安全
確保を目的として、「ゾーン 30」（自動
車等の通行速度３０㎞規制）が設置さ
れました。この規制により歩行者の安
全について関心が高まると思われます
が、学校では、安全のため、「歩行者用
レーン（グリーンベルト）を縦一列で歩
く」指導を繰り返し行っています。ご家
庭でも安全な歩行について、親子の会
話の話題にしてください。 

２ 児童の送迎 
諸事情により、車で児童を送迎する場

合には、児童の安全を最優先し、付近住民
の迷惑や交通渋滞とならないよう、学校
周辺の乗り降り（特に学校北側一方通行
道路）を避けるようお願いします。体育館
側からの送迎は、原則、ご遠慮いただいて
おります。やむを得ない場合には、学校に
ご相談いただきますようお願いします。
また、遅刻・早退等で送迎が必要な場合
は、保護者の方は職員玄関までおいでく
ださい。 
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